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  （百万円未満切捨て）

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年３月期第１四半期 4,913 35.9 590 243.9 601 137.1 438 170.4 

2021年３月期第１四半期 3,616 △31.3 171 △64.0 253 △49.0 162 △53.8 
 
（注）包括利益 2022年３月期第１四半期 445 百万円 （103.8％）   2021年３月期第１四半期 218 百万円 （△31.8％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2022年３月期第１四半期 58.24 － 

2021年３月期第１四半期 21.54 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2022年３月期第１四半期 29,880 24,543 82.1 

2021年３月期 29,786 24,165 81.1 
 
（参考）自己資本 2022年３月期第１四半期 24,543 百万円   2021年３月期 24,165 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2021年３月期 － 7.00 － 9.00 16.00 

2022年３月期 －        

2022年３月期（予想）   13.00 － 13.00 26.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 9,400 30.3 1,000 134.8 1,000 81.1 730 87.4 96.96 

通期 19,100 18.0 2,000 48.4 2,000 29.9 1,450 239.5 192.59 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期１Ｑ 7,550,000 株 2021年３月期 7,550,000 株 

②  期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 21,071 株 2021年３月期 21,071 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 7,528,929 株 2021年３月期１Ｑ 7,528,929 株 

 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであ

り、実際の業績は今後の様々な要因によって異なる結果となる可能性があることをお含みおきください。 

 なお、業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における世界経済は、世界的な新型コロナウイルス感染症拡大による経済の停滞後、

多くの先進国でのワクチン接種普及や財政支援により急速に回復してきました。一方でわが国経済は、米中向け輸

出は堅調でしたが、三度目の緊急事態宣言を受けて内需の回復は力強さを欠いております。

 特殊鋼業界の主要な需要先である自動車産業においては、国内生産は回復基調に転じつつあるものの、世界的な

半導体不足の影響を受け、先行き不透明な状況が継続しております。

 このような環境の中、当社グループの特殊鋼事業につきましては、国内外向けの耐熱鋼および磁性材を中心に、

販売量は前年同四半期実績を大幅に上回りました。特に、積極的に設備投資を進めている半導体産業向けの販売が

堅調を維持し、特殊鋼事業の収益を下支えしております。

 不動産賃貸事業につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大前の水準まで業績が回復いたしました。 

 その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期に比べ1,296百万円増の4,913百万円、営業

利益は同418百万円増の590百万円、経常利益は同347百万円増の601百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は

同276百万円増の438百万円となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①特殊鋼事業

 売上高は前年同四半期に比べ1,132百万円増の4,281百万円、セグメント利益（営業利益）は305百万円増の

295百万円となりました。

②不動産賃貸事業

 売上高は前年同四半期に比べ164百万円増の631百万円、セグメント利益（営業利益）は113百万円増の295百

万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ94百万円増加し、29,880百万円となり

ました。主な要因は次のとおりであります。

・売上増加により受取手形及び売掛金が128百万円増加、電子記録債権が113百万円増加しております。 

 一方、当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ283百万円減少し、5,337百万円となりま

した。主な要因は次のとおりであります。

・工事代金の支払等により支払手形及び買掛金が438百万円減少しております。

・法人税等の確定納付により未払法人税等が78百万円減少しております。

・前連結会計年度末と比べ引当対象期間が異なるため、賞与引当金が152百万円減少しております。

 また、当第１四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益438百万円を主な要因とし

て、前連結会計年度末に比べ377百万円増加し、24,543百万円となりました。以上の結果、自己資本比率は前連結

会計年度末に比べ1.0ポイント上昇し、82.1％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2022年３月期の業績予想につきましては、2021年５月14日に公表しました予想値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,402,943 5,521,500 

受取手形及び売掛金 2,886,764 3,015,232 

電子記録債権 868,643 982,461 

有価証券 711,960 700,000 

商品及び製品 573,848 589,377 

仕掛品 1,239,652 1,305,431 

原材料及び貯蔵品 835,864 790,742 

その他 276,795 289,941 

貸倒引当金 △329 △356 

流動資産合計 12,796,141 13,194,331 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,822,789 4,734,835 

機械装置及び運搬具（純額） 2,062,255 2,118,840 

工具、器具及び備品（純額） 141,639 153,500 

土地 2,278,349 2,275,433 

建設仮勘定 980,910 919,986 

その他（純額） 21,211 20,418 

有形固定資産合計 10,307,156 10,223,013 

無形固定資産 72,219 64,459 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,277,063 6,112,183 

繰延税金資産 96,836 46,427 

その他 237,428 240,578 

貸倒引当金 △630 △600 

投資その他の資産合計 6,610,696 6,398,589 

固定資産合計 16,990,073 16,686,062 

資産合計 29,786,215 29,880,393 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,952,410 1,514,391 

電子記録債務 － 167,476 

未払法人税等 177,680 99,380 

賞与引当金 319,666 167,607 

役員賞与引当金 4,220 － 

その他 1,003,809 1,196,105 

流動負債合計 3,457,786 3,144,960 

固定負債    

長期預り金 1,846,624 1,846,624 

修繕引当金 238,440 254,007 

退職給付に係る負債 70,972 73,685 

繰延税金負債 － 11,439 

その他 7,124 6,562 

固定負債合計 2,163,162 2,192,319 

負債合計 5,620,948 5,337,279 

純資産の部    

株主資本    

資本金 827,500 827,500 

資本剰余金 560,993 560,993 

利益剰余金 22,314,634 22,685,336 

自己株式 △18,316 △18,316 

株主資本合計 23,684,810 24,055,512 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 602,951 629,241 

為替換算調整勘定 △122,495 △141,639 

その他の包括利益累計額合計 480,455 487,601 

純資産合計 24,165,266 24,543,113 

負債純資産合計 29,786,215 29,880,393 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 3,616,367 4,913,360 

売上原価 3,068,673 3,892,277 

売上総利益 547,693 1,021,082 

販売費及び一般管理費    

運賃及び荷造費 59,421 77,953 

給料及び手当 102,485 108,400 

賞与引当金繰入額 43,290 43,556 

退職給付費用 4,336 4,526 

その他 166,413 195,952 

販売費及び一般管理費合計 375,947 430,389 

営業利益 171,746 590,692 

営業外収益    

受取利息 7,909 10,704 

受取配当金 14,642 15,575 

仕入割引 5,468 6,062 

為替差益 26,821 － 

その他 34,407 1,414 

営業外収益合計 89,250 33,756 

営業外費用    

売上割引 1,986 － 

支払手数料 2,525 2,769 

為替差損 － 16,603 

その他 2,640 3,297 

営業外費用合計 7,152 22,669 

経常利益 253,844 601,780 

税金等調整前四半期純利益 253,844 601,780 

法人税、住民税及び事業税 60,967 112,852 

法人税等調整額 30,721 50,465 

法人税等合計 91,689 163,317 

四半期純利益 162,154 438,462 

親会社株主に帰属する四半期純利益 162,154 438,462 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

四半期純利益 162,154 438,462 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 55,202 26,290 

為替換算調整勘定 1,341 △19,144 

その他の包括利益合計 56,544 7,145 

四半期包括利益 218,699 445,608 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 218,699 445,608 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

 （収益認識に関する会計基準等の適用）

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

 これにより、本人・代理人の検討の結果、特殊鋼事業に係る取引の一部が代理人取引に該当したため、純額で収

益を認識する方法に変更いたしました。また、従来は営業外費用に計上していた売上割引については、売上高から

減額しております。

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首

残高に与える影響はありません。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高が６百万円、売上原価が３百万円、営業外費用が３百万円それぞ

れ減少したことで、売上総利益が３百万円、営業利益が３百万円それぞれ減少しておりますが、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

 

 （時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が四半期連結

財務諸表に与える影響はありません。

 

（追加情報）

 （新型コロナウイルスの感染拡大等による会計上の見積りに与える影響）

 前連結会計年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウイルスの感染拡大の影響に関する会計上の見積りの仮

定について、重要な変更はありません。
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